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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線送信機能と情報を記憶する内部メモリとを有する外部装置を装着し情報を外部機器
に送信可能な情報処理装置において、
　上記外部装置へ情報を送信する複数のモードから１のモードを設定するモード設定手段
と、
　上記情報処理装置の電源電圧と予め定められた参照値とを比較する情報処理装置の電源
状態比較手段と、
　上記装着された外部装置から、該外部装置の動作可能電圧の情報を取得する外部機器動
作可能電圧取得手段と、
　上記情報を不揮発性の記録媒体へ記録する記録手段と、
　上記モード設定手段で設定された送信モードにおいて、上記情報処理装置の電源電圧が
、上記参照値よりも低い場合で、上記外部機器動作可能電圧以上である場合には、上記情
報を上記外部装置の内部メモリに記録する制御、上記外部装置から外部へ送信する制御の
少なくともいずれかの実行を切り換える記録送信切換制御手段と、
　を有することを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　上記モード設定手段は、
　　上記情報を不揮発性記録媒体へ記録し、且つ上記外部装置の無線機能を用いて無線送
信するモードと、
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　　上記情報を不揮発性記録媒体へ記録することなく、上記外部装置の無線機能を用いて
無線送信するモードと
を有し、
　上記記録送信切換制御手段は、上記それぞれのモードに対して、上記電源状態比較手段
の比較結果に応じて上記外部装置から外部へ送信する制御の実行を切り換えることを特徴
とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　上記複数のモードには、
　　上記不揮発性記録媒体へ記録されている情報を抽出して上記外部装置の無線機能を用
いて無線送信するモードと、
　　上記外部装置の内部メモリに記憶されている情報を上記外部装置の無線機能を用いて
無線送信するモードと
が含まれ、
　上記記録送信切換制御手段は、上記それぞれのモードに対して、上記電源状態比較手段
の比較結果に応じて上記外部装置から外部へ送信する制御の実行を切り換えることを特徴
とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　上記情報処理装置は更に表示手段を有し、
　上記設定された送信モードにおいて、上記記録送信切換制御手段は、上記電源状態比較
手段により比較した結果に応じて、上記情報を上記外部装置の無線機能を用いて無線送信
する場合と無線送信しない場合とに切り換えて制御し、
　上記無線送信しない場合には上記表示手段に警告表示することを特徴とする請求項１乃
至３の内いずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　上記無線送信機能を有する外部装置に電源を供給する電源供給手段と、
　装着された上記無線送信機能を有する外部装置の動作可能電圧を認識する認識手段と、
を更に備え、
　上記無線送信機能を有する外部装置の動作電圧が上記情報処理装置の所定の動作電圧よ
りも低電圧であった場合、
　上記情報処理装置の電源の電圧が上記情報処理装置の所定の動作電圧よりも低くなった
際、情報を送信するために上記外部装置の無線機能の維持に不要な回路の電源を停止させ
て上記外部装置への電力供給を継続すること
　を特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　無線送信機能と情報を記憶する内部メモリとを有する外部装置を装着し情報を外部機器
に送信可能な情報処理装置の情報処理方法において、
　上記外部装置へ情報を送信する複数のモードから１のモードをモード設定手段により設
定し、
　上記情報処理装置の電源電圧と予め定められた参照値とを情報処理装置の電源状態比較
手段により比較し、
　上記装着された外部装置から、該外部装置の動作可能電圧の情報を外部機器動作可能電
圧取得手段により取得し、
　上記情報を不揮発性の記録媒体へ記録手段により記録し、
　上記モード設定手段で設定された送信モードにおいて、上記情報処理装置の電源電圧が
、上記参照値よりも低い場合で、上記外部機器動作可能電圧以上である場合には、上記情
報を上記外部装置の内部メモリに記録する制御、上記外部装置から外部へ送信する制御の
少なくともいずれかの実行を記録送信切換制御手段により切り換えること、
　を特徴とする情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、情報処理装置に無線装置を装着してこの無線装置を介して情報を他の機器に
転送可能とした情報処理装置及び情報処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　情報処理装置である、例えば、デジタルカメラ本体に装着可能であり、撮影された画像
データを外部装置に転送するための無線装置については種々提案がなされている。
【０００３】
　特許文献１には、カメラ本体の底面部に無線装置を装着する技術が開示されている。　
　特許文献２に開示された技術では、デジタルカメラに画像データ通信部を備えた場合に
、通常撮影時には撮影処理を行う撮像部に電力を供給するが、画像データ通信を行う画像
データ通信部には電力を供給せず、画像データ通信時には、画像データ通信を行う画像デ
ータ通信部には電力を供給するが、撮影処理を行う撮像部には電力供給しないことにより
、消費電力を低減する。
【特許文献１】特開２００１－０６９３８４号公報
【特許文献２】特開平４－０００９７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　小型化の観点から、無線装置側に電源を搭載するのではなく、カメラ本体側の電源から
無線装置側の電気回路に電源供給を行う方が望ましいことが多い。　
　そして、用途に合わせてさまざまな搭載可能な無線装置が提案され、これら無線装置の
最低動作電圧もさまざまである。
【０００５】
　ところで無線装置を搭載したカメラは、このような事情であっても一体として有機的に
機能するように構成されるべきであるところ、まだ解決すべき以下のような課題が存して
いた。　
　即ち、デジタルカメラ本体が電源電圧低下により動作ロックとなった場合、搭載された
無線装置の最低動作電圧がデジタルカメラ本体よりも低い場合であっても無線装置を使用
することができず、一体として機能していない。　
　さらにデジタルカメラ本体の電源電圧が低下した場合、その電圧レベルに応じてできる
だけ撮影した画像データをデータ通信できるように取り計らうとのニーズに十分に対応し
たものではなかった。
【０００６】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたものであり、無線送信機能を有する外部装
置を装着し情報を外部機器に転送可能な情報処理装置において、情報処理装置の電源電圧
が低下した場合であっても、その電圧レベルに応じて情報の転送処理を一体として処理す
ることのできる情報処理装置及び情報処理方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するための本発明は、無線送信機能と情報を記憶する内部メモリとを有
する外部装置を装着し情報を外部機器に送信可能な情報処理装置において、上記外部装置
へ情報を送信する複数のモードから１のモードを設定するモード設定手段と、上記情報処
理装置の電源電圧と予め定められた参照値とを比較する情報処理装置の電源状態比較手段
と、上記装着された外部装置から、該外部装置の動作可能電圧の情報を取得する外部機器
動作可能電圧取得手段と、上記情報を不揮発性の記録媒体へ記録する記録手段と、上記モ
ード設定手段で設定された送信モードにおいて、上記情報処理装置の電源電圧が、上記参
照値よりも低い場合で、上記外部機器動作可能電圧以上である場合には、上記情報を上記
外部装置の内部メモリに記録する制御、上記外部装置から外部へ送信する制御の少なくと
もいずれかの実行を切り換える記録送信切換制御手段とを有する情報処理装置である。
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【０００８】
　また本発明は、無線送信機能と情報を記憶する内部メモリとを有する外部装置を装着し
情報を外部機器に送信可能な情報処理装置の情報処理方法において、上記外部装置へ情報
を送信する複数のモードから１のモードをモード設定手段により設定し、上記情報処理装
置の電源電圧と予め定められた参照値とを情報処理装置の電源状態比較手段により比較し
、上記装着された外部装置から、該外部装置の動作可能電圧の情報を外部機器動作可能電
圧取得手段により取得し、上記情報を不揮発性の記録媒体へ記録手段により記録し、上記
モード設定手段で設定された送信モードにおいて、上記情報処理装置の電源電圧が、上記
参照値よりも低い場合で、上記外部機器動作可能電圧以上である場合には、上記情報を上
記外部装置の内部メモリに記録する制御、上記外部装置から外部へ送信する制御の少なく
ともいずれかの実行を記録送信切換制御手段により切り換える情報処理方法である。
【発明の効果】
【００１０】
　情報処理装置に無線装置を装着してこの無線装置を介して情報を他の機器に転送可能と
した情報処理装置において、情報処理装置の電源電圧が低下した場合であっても、その電
圧レベルに応じて情報の転送を一体的に処理することのできる情報処理装置及び情報処理
方法を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　　［第１の実施の形態］　
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。
【００１２】
　図１は、本発明に係る一実施形態のデジタルカメラシステムの外観斜視図である。　
　図１に於いて、このデジタルカメラシステムは、デジタルカメラ本体１０と、該デジタ
ルカメラ本体１０に着脱可能な無線装置２０とにより構成されている。そして、デジタル
カメラ本体１０の側面部と無線装置２０には、それぞれに一対の通信コネクタ３１及び電
源コネクタ３２が設けられている。
【００１３】
　上記通信コネクタ３１は、デジタルカメラで撮像された画像データを外部機器に送信す
るにあたり、デジタルカメラ本体１０から送信機となる無線装置２０に上記画像データを
転送するためのものである。また、上記電源コネクタ３２は、デジタルカメラ本体１０か
ら無線装置２０に電源を供給するためのものである。これらの通信コネクタ３１と電源コ
ネクタ３２は、接続手段を構成している。
【００１４】
　そして、上記通信コネクタ３１と電源コネクタ３２は、図２に示されるように、それぞ
れ通信レセプタ３１ａ、通信プラグ３１ｂと、電源レセプタ３２ａ、電源プラグ３２ｂと
より構成されている。そして、無線装置２０側の通信プラグ３１ｂは、電源プラグ３２ｂ
よりも突出して形成されている。
【００１５】
　図２は上述した通信コネクタ３１及び電源コネクタ３２の構成を示したもので、（ａ）
は無線装置２０の装着前の状態を示した図、（ｂ）は無線装置２０の装着中の状態を示し
た図、（ｃ）は無線装置２０の装着後の状態を示した図である。
【００１６】
　図２（ａ）に於いて、無線装置２０がデジタルカメラ本体１０に装着される前には、デ
ジタルカメラ本体１０側に設けられた通信セレクタ３１ａ及び電源レセプタ３２ａに対向
する位置に、通信プラグ３１ｂ及び電源プラグ３２ｂが配置される。
【００１７】
　そして、この状態から無線装置２０がデジタルカメラ本体１０側に押し込まれると、図
２（ｂ）に示されるように、先ず通信レセプタ３１ａに通信プラグ３１ｂが嵌入されて通
信コネクタ３１が接続された状態となる。このとき、電源コネクタ３２側の電源レセプタ
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３２ａと電源プラグ３２ｂは、まだ接続されていない状態である。
【００１８】
　次いで、更に無線装置２０がデジタルカメラ本体１０側に押し込まれると、図２（ｃ）
に示されるように、電源コネクタ３２側の電源レセプタ３２ａに電源プラグ３２ｂが嵌入
されて、両者が接続される。
【００１９】
　図３は、デジタルカメラ本体１０と無線装置２０の通信コネクタ３１及び電源コネクタ
３２周りの電源系統の構成を示すブロック図である。　
　図３に於いて、カメラ側は、電源としてのバッテリ１１にＤＣ／ＤＣコンバータ１２が
接続されている。そして、このＤＣ／ＤＣコンバータ１２の出力が、カメラ内動作回路１
５と、ボディ制御用マイクロコンピュータ（以下、Ｂμｃｏｍと略記する）８５と、ボデ
ィ側シリアル通信回路１６に供給される。
【００２０】
　また、ＤＣ／ＤＣコンバータ１２の出力は、電源供給スイッチ１３を介して電源コネク
タ３２の電源レセプタ３２ａに供給される。そして、この電源レセプタ３２ａに電源プラ
グ３２ｂが接続されることによって、無線装置２０内の無線装置側シリアル通信回路２２
と、無線装置制御用マイクロコンピュータ（以下、Ｒμｃｏｍと略記する）２１と、無線
装置内動作回路２３と共に、ＤＣ／ＤＣコンバータ１２の出力が供給される。上記電源供
給スイッチ１３は、電源制御手段であるＢμｃｏｍ８５の制御により、オン／オフ制御さ
れる。
【００２１】
　またＤＣ／ＤＣコンバータ１２内には、不図示の電源供給スイッチを有しており、電源
制御手段であるＢμｃｏｍ８５の制御により、カメラ内動作回路１５に含まれる回路への
電源供給を制御している。　
　さらに、バッテリ残量をモニタできるようにバッテリ１１は、Ｂμｃｏｍ８５に接続さ
れている。
【００２２】
　上記ボディ側シリアル通信回路１６及び無線装置側シリアル通信回路２２は、通信コネ
クタ３１を構成する通信レセプタ３１ａと通信プラグ３１ｂが接続されることにより、デ
ジタルカメラ本体１０と無線装置２０との間で無線送信するためのデータを授受する回路
である。尚、電源レセプタ３２ａは、内部に、例えば電源端子ＶＣＣ、電源プラグ３２ｂ
の装着検出用の端子（検知手段）ＤＣＴ、及びグランド端子ＧＮＤを有しており、通信レ
セプタ３２ａ内にはデータ用の端子ＤＡＴを有している。
【００２３】
　このような構成に於いて、ＤＣ／ＤＣコンバータ１２によりバッテリ１１の電圧が定電
圧化されて、カメラ内動作回路１５、Ｂμｃｏｍ８５、ボディ側シリアル通信回路１６に
供給される。そして、電源レセプタ３２ａに電源プラグ３２ｂが接続されることにより、
Ｂμｃｏｍ８５が電源供給スイッチ１３をオンにする。これにより、電源コネクタ３２を
介して、上記定電圧が、無線装置２０内のＲμｃｏｍ２１、無線装置側シリアル通信回路
２２及び無線装置内動作回路２３に供給される。
【００２４】
　図４は、本発明の一実施形態によるデジタルカメラシステムの構成を示すブロック図で
ある。　
　図４に於いて、このデジタルカメラシステムは、ボディユニット５０と、アクセサリ装
置として、例えば交換可能なレンズユニット（すなわちレンズ鏡筒）５１と、通信コネク
タ５６を介して撮影した画像データを記録しておく記録メディア５２と、ストロボ通信コ
ネクタ５７を介して外付けのストロボユニット５３と、無線装置２０を有して構成されて
いる。
【００２５】
　上記レンズユニット５１は、上記ボディユニット５０の前面に設けられた、図示されな
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いレンズマウントを介して着脱自在に装着可能である。そして、上記レンズユニット５１
は、撮影レンズ６１ａ及び６１ｂと、絞り６２と、レンズ駆動機構６３と、絞り駆動機構
６４と、レンズ制御用マイクロコンピュータ（以下、Ｌμｃｏｍと略記する）６５とから
構成されている。
【００２６】
　上記撮影レンズ６１ａ及び６１ｂは、レンズ駆動機構６３内に存在する図示されないＤ
Ｃモータによって、光軸方向に駆動される。絞り６２は、絞り駆動機構６４内に存在する
図示されないステッピングモータによって駆動される。また、Ｌμｃｏｍ６５は、上記レ
ンズ駆動機構６３や絞り駆動機構６４等、レンズユニット５１内の各部を駆動制御する。
このＬμｃｏｍ６５は、通信コネクタ５５を介して、後述するボディ制御用マイクロコン
ピュータ８５と電気的に接続がなされ、該ボディ制御用マイクロコンピュータ８５の指令
に従って制御される。
【００２７】
　一方、ボディユニット５０は、以下のように構成されている。　
　レンズユニット５１内の撮影レンズ６１ａ及び６１ｂ、絞り６２を介して入射される図
示されない被写体からの光束は、クイックリターンミラー７０で反射されて、フォーカシ
ングスクリーン７１、ペンタプリズム７２を介して接眼レンズ７３に至る。
【００２８】
　上記クイックリターンミラー７０の中央部はハーフミラーになっており、該クイックリ
ターンミラー７０がダウン（図示の位置）した際に一部の光束が透過する。そして、この
透過した光束は、クイックリターンミラー７０に設置されたサブミラー７５で反射され、
自動測距を行うためのＡＦ（オートフォーカス）センサユニット７６に導かれる。尚、上
記クイックリターンミラー７０のアップ時には、サブミラー７５は折り畳まれるようにな
っている。
【００２９】
　上記クイックリターンミラー７０の後方には、光軸上のフォーカルプレーン式のシャッ
タユニット７７と、光学系を通過した被写体像を光電変換するための撮像素子（ＣＣＤ）
７８ａを収容した撮像ユニット７８とを備えた撮像モジュール７９が設けられている。図
示されないが、クイックリターンミラー７０が光路より退避した場合、撮影レンズ６１ａ
及び６１ｂを通った光束は、撮像モジュール７９内の撮像素子４０に結像される。
【００３０】
　このボディユニット５０は、また、上記撮像モジュール７９内の撮像素子７８ａに接続
された撮像素子インターフェイス回路８０と、記憶領域として設けられたＳＤＲＡＭ８２
と、液晶モニタ８３及び上記通信コネクタ５６を介して記録メディア５２とが、画像処理
を行うための画像処理コントローラ８１に接続されている。これらは、電子撮像機能と共
に電子記録表示機能を提供できるように構成されている。
【００３１】
　上記記録メディア５２は、各種のメモリカードや外付けのハードディスクドライブ（Ｈ
ＤＤ）等の外部記録媒体であり、通信コネクタ５６を介してカメラボディ５０と通信可能
、且つ交換可能に装着される。
【００３２】
　上記画像処理コントローラ８１は、通信コネクタ５５と、測光回路８６と、ミラー駆動
回路８７と、ＡＦセンサ駆動回路８８と、駆動制御手段であるシャッタ駆動制御回路９０
と、不揮発性メモリ（ＥＥＰＲＯＭ）９１等と共に、このボディユニット５０内の各部を
制御するためのボディ制御用マイクロコンピュータ（以下、Ｂμｃｏｍと略記する）８５
に接続されている。
【００３３】
　上記Ｂμｃｏｍ８５には、更に、当該カメラの動作状態を表示出力によって撮影者へ告
知するための動作表示用ＬＣＤ９２と、カメラ操作スイッチ（ＳＷ）９３と、ＤＣ／ＤＣ
コンバータ１２を介してバッテリ１１と、無線装置２０との通信を行うためのボディ側シ
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リアル通信回路１６とが接続されている。　
　更にバッテリ残量をモニタできるようにバッテリ１１は、Ｂμｃｏｍ８５に接続されて
いる。
【００３４】
　尚、上記Ｂμｃｏｍ８５とＬμｃｏｍ６５とは、レンズユニット５１の装着時に於いて
、通信コネクタ５５を介して通信可能に電気的接続がなされる。そして、デジタルカメラ
としてＬμｃｏｍ６５がＢμｃｏｍ８５に従属的に協働しながら稼動するようになってい
る。
【００３５】
　上記測光回路８６は、上記ペンタプリズム７２からの光束に基づいて測光処理する回路
である。上記ミラー駆動機構８７はクイックリターンミラー７０を駆動制御する機構であ
り、ＡＦセンサ駆動回路８８は上記ＡＦセンサユニット７６を駆動制御するための回路で
ある。また、シャッタ駆動制御回路９０は、上記シャッタユニット７７の図示されない先
幕と後幕の動きを制御すると共に、Ｂμｃｏｍ８５との間でシャッタの開閉動作を制御す
る信号とストロボと同調する信号の授受を行う。
【００３６】
　不揮発性メモリ９１は、その他の記憶領域として、カメラ制御に必要な所定の制御パラ
メータを記憶する記憶手段であり、Ｂμｃｏｍ８５からアクセス可能に設けられている。
【００３７】
　動作表示用ＬＣＤ９２は、当該カメラの動作状態を表示出力によって撮影者へ告知する
ためのものである。上記カメラ操作スイッチ９３は、例えば撮影動作の実行を指示するレ
リーズスイッチ、撮影モードと画像表示モードを切り替えるモード変更スイッチ及びパワ
ースイッチ等、当該カメラを操作するために必要な操作釦を含むスイッチ群で構成される
。
【００３８】
　ストロボユニット５３は、閃光発光部１０１と、発光回路１０２と、ストロボ制御用マ
イクロコンピュータ１０３及び電池１０４とから成っている。そして、このストロボユニ
ット５３は、ストロボ通信コネクタ５７を介して、ボディユニット５０と通信可能に装着
可能である。
【００３９】
　無線装置２０は、Ｒμｃｏｍ２１と、無線装置側シリアル通信回路２２と、ＳＤＲＡＭ
２５と、無線通信回路２６とを有して構成されている。
【００４０】
　上記ＳＤＲＡＭ２５は、無線送信される画像が一時的に記憶されるためのバッファとし
ての記憶手段である。そして、無線通信回路２６は、実際にＳＤＲＡＭ２５に記憶されて
いる画像を、アンテナ４１を介して図示されない受信機に送信するための回路である。
【００４１】
　また、無線装置側シリアル回路２２とデジタルカメラのボディユニット５０内のボディ
側シリアル通信回路１６とは、上述したように無線装置通信コネクタ３１によって接続さ
れる。
【００４２】
　このように構成されたデジタルカメラの各部は、次のように稼動する。　
　先ず、画像処理コントローラ８１により、Ｂμｃｏｍ８５の指令に従って撮像素子イン
ターフェイス回路８０が制御されて、撮像モジュール７８から画像データが取り込まれる
。この画像データは、一時保管用メモリであるＳＤＲＡＭ８２に取り込まれる。このＳＤ
ＲＡＭ８２は、画像データが変換される際のワークエリア等に使用される。また、この画
像データは、ＪＰＥＧデータに変換された後には、記録メディア５２に保管されるように
設定されている。
【００４３】
　ミラー駆動機構８７は、上述したように、クイックリターンミラー７０をアップ（ＵＰ
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）位置とダウン（ＤＯＷＮ）位置へ駆動するための機構である。ミラー駆動機構８７によ
ってクイックリターンミラー７０がダウン位置にある時、撮影レンズ６１ａ及び６１ｂか
らの光束は、ＡＦセンサユニット７６側とペンタプリズム７２側へと分割されて導かれる
。
【００４４】
　ＡＦセンサユニット７６内のＡＦセンサからの出力は、ＡＦセンサ駆動回路８８を介し
てＢμｃｏｍ８５へ送信されて、周知の測距処理が行われる。
【００４５】
　一方、ペンタプリズム７２に隣接する接眼レンズ７３からは、撮影者が被写体を目視で
きる。また、上記ペンタプリズム７２を通過した光束の一部は、測光回路８６内のホトセ
ンサ（図示せず）へ導かれ、ここで検知された光量に基づいて周知の測光処理が行われる
。
【００４６】
　シャッタ駆動制御回路９０では、Ｂμｃｏｍ８５からシャッタを駆動制御するための信
号が受取られると、その信号に基づいてシャッタユニット７７が制御される。それと共に
、シャッタ駆動制御回路９０から、所定のタイミングでＢμｃｏｍ８５にストロボを発光
させるためのストロボ同調信号が出力される。Ｂμｃｏｍ８５からは、このストロボ同調
信号に基づいて、ストロボユニット５３に通信により発光指令信号が出力される。
【００４７】
　また、撮影者によって上述したカメラ操作スイッチ９３の中のモード変更スイッチが操
作されて、撮影モードから画像表示モードへ切り換えられると、記録メディア５２に保管
された画像データが読み出されて、液晶モニタ８３に表示可能である。記録メディア５２
から読み出された画像データは、画像処理コントローラ８１に於いてビデオ信号に変換さ
れ、液晶モニタ８３にて出力表示される。
【００４８】
　図５は、無線装置２０が装着された状態のデジタルカメラ本体１０を背面方向から見た
外観図である。　
　図５に於いて、デジタルカメラ本体１０の背面の上方には、被写体を観察するためのフ
ァィンダ１７が設けられている。そして、このデジタルカメラ本体１０の上部には、レリ
ーズ釦９３ａが設けられている。また、デジタルカメラ本体１０の背面のほぼ中央部には
液晶モニタ８３が配置されており、この液晶モニタ８３の両側に、複数の操作釦９３ｂと
、ＯＫ釦９３ｃ及び十字キー９３ｄが配設されている。
【００４９】
　上記操作釦９３ｂは、このデジタルカメラの各種の操作を行うための入力釦である。Ｏ
Ｋ釦９３ｃ及び十字キー９３ｄは、実際に無線通信を行うためのものであり、例えば、図
６に示されるように、動作表示用ＬＣＤ９２に表示された無線通信の状態を選択、決定す
るために使用される。
【００５０】
　図７（ａ）は本実施形態に於けるデジタルカメラシステムによって無線通信を行うため
の動作を説明するフローチャートであり、この操作自体はユーザによって行われる。
【００５１】
　ユーザは、先ずステップＳ１にて、カメラの図示されない電源スイッチをオフ（ＯＦＦ
）にする。次いで、ステップＳ２にて、デジタルカメラ本体１０の通信レセプタ３１ａ及
び電源レセプタ３２ａを覆っている図示されない外部端子蓋を取り外す。このとき、通信
レセプタ３１ａ及び電源レセプタ３２ａが露出される。
【００５２】
　次いで、ステップＳ３にて、無線装置２０に設けられた通信プラグ３１ｂ及び電源プラ
グ３２ｂを、露出された通信レセプタ３１ａ及び電源レセプタ３２ａに差し込む。そして
、ステップＳ４にて、図示されない取り付けネジによって、上記通信コネクタ３１及び電
源コネクタ３２を固定する。
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【００５３】
　この後、ステップＳ５にて、カメラの図示されない電源スイッチをオン（ＯＮ）にする
。そして、ステップＳ６では、十字キー９３ｄ等の操作によって、カメラのメニューを操
作する。これにより、図６に示されるような無線装置２０のメニューを読み出す。更に、
ステップＳ７では、上記メニューの画面にて、無線装置２０のパワーをオンするか否かを
決定するための画面を読み出す。
【００５４】
　そして、ステップＳ８に於いて、上記メニュー画面にて、無線装置２０への電源供給状
態を選択操作する。ここで、無線装置２０のパワーをオンする場合は、メニュー画面上で
無線接続の“ＯＮ”を選択する。一方、無線装置２０のパワーをオンしない（オフする）
場合は、メニュー画面上で無線接続の“ＯＦＦ”を選択する。
【００５５】
　メニュー画面でパワーオン若しくはパワーオフの選択操作がなされた後は、ステップＳ
９に移行してＯＫ釦９３ｃを押し、無線装置２０のパワーオン若しくはパワーオフを確定
する。
【００５６】
　図７（ｂ）は、デジタルカメラ側のメインの動作を説明するフローチャートであり、上
述した図７（ａ）のフローチャートに於けるステップＳ７～Ｓ１０に対応した部分の動作
について説明する。尚、このフローチャートの動作は、Ｂμｃｏｍ８５の指令に従って行
われる。
【００５７】
　図７（ａ）のフローチャートに於けるステップＳ８にて無線装置２０のパワー操作に対
応して、ステップＳ２１に於いて無線装置２０のパワー操作の有無が判定される。ここで
、パワー操作が無い場合は、後述するステップＳ２６以降の無線装置２０の操作以外の処
理動作に移行する。一方、パワー操作がある場合は、ステップＳ２２へ移行する。
【００５８】
　ステップＳ２２では、無線装置２０のパワー操作に於いて、オン操作かオフ操作かが判
定される。そして、パワーオフの操作がなされる場合は、ステップＳ２３へ移行して、電
源供給スイッチ１３がオフにされる。この後、無線装置２０の操作以外の処理動作に移行
する。
【００５９】
　一方、上記ステップＳ２２に於いて、無線装置２０のパワーオン操作がなされた場合は
、ステップＳ２４へ移行して、電源プラグ３２ｂの装着検出用の端子ＤＣＴの状態が判定
される。ここで、上記端子ＤＣＴがローレベル“Ｌ”であると判定された場合は、電源レ
セプタ３２ａに電源プラグ３２ｂが接続されている状態であるので、ステップＳ２５へ移
行して電源供給スイッチ１３がオンにされる。
【００６０】
　そして無線装置２０に電源が供給されると、無線送信コネクタ３１を介して情報の送受
信が可能となる。そして情報の送受信が可能となると、ステップＳ２７において、Ｂμｃ
ｏｍ８５は、Ｒμｃｏｍ２１より無線装置２０の動作許可電圧の情報をカメラ本体側に取
り込む。
【００６１】
　一方、上記端子ＤＣＴがローレベルでないと判定された場合は、電源レセプタ３２ａに
電源プラグ３２ｂが接続されていない状態であるので、ステップＳ２６へ移行して警告が
なされる。
【００６２】
　この後、無線装置２０の操作以外の処理動作に移行する。
【００６３】
　次に、カメラのメニューの内、無線装置２０との動作を指定する無線モードについて説
明する。図８は、無線モードを構成する４つの送信モードを示す図である。　
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　無線モードには、「同時記録・送信モード」、「同時送信モード」、「保管データ送信
モード」、「無線機データ送信モード」の４つの送信モードが設けられている。
【００６４】
　同時・記録送信モードは、１コマ撮影しその撮影コマはカメラ側の記録メディア５２に
保存すると共に、同時に無線送信を実行するモードである。　
　同時送信モードは、１コマ撮影し同時に無線送信を実行するモードである。このモード
ではその撮影コマはカメラ側の記録メディア５２に保存されない。　
　保管データ送信モードは、カメラ側の記録メディア５２に保存されている画像データを
無線装置２０まで転送し、無線送信を実行するモードである。　
　無線機データ送信モードは、無線装置２０のＳＤＲＡＭ２５に保存されている画像デー
タをカメラ側から操作して無線送信を実行するモードである。
【００６５】
　図９は、無線モードを設定する手順を示すフロー図である。この手順は、カメラ側のメ
インの動作の一部として構成されている。
【００６６】
　ステップＳ０１において、電源プラグ３２ｂの装着検出用の端子ＤＣＴの状態が判定さ
れる。ステップＳ０１でＮｏの場合、即ち端子ＤＣＴがローレベルでないと判定された場
合は、無線装置２０が装着されていない状態であるのでメインの処理に戻る。
【００６７】
　ステップＳ０１でＹｅｓの場合、即ち端子ＤＣＴがローレベルであると判定された場合
は、無線装置２０が装着されて電源レセプタ３２ａに電源プラグ３２ｂが接続されている
状態であるので、ステップＳ０２において、動作表示用ＬＣＤ９２に無線モードを設定す
る入力画面表示がされているかどうかを調べる。
【００６８】
　ステップＳ０２でＮｏの場合、即ち、動作表示用ＬＣＤ９２に無線モードを設定する入
力画面表示がされていない場合はメインの処理に戻る。　
　ステップＳ０２でＹｅｓの場合、即ち、動作表示用ＬＣＤ９２に無線モードを設定する
入力画面表示がされている場合は、ステップＳ０３において、ユーザの選択操作を待機す
る。
【００６９】
　図１０は、無線モードを設定する入力画面を示す図である。　
　ユーザは、無線モードとして上述の４つの送信モードの内から所望の送信モードをカメ
ラ操作スイッチ９３によって選択する。
【００７０】
　このユーザの選択操作に応じて、図９のステップＳ０４～ステップＳ１２の処理が実行
される。
【００７１】
　ステップＳ０４でＹｅｓの場合、即ち、選択された送信モードが「同時記録・送信モー
ド」の場合は、ステップＳ０５において、無線モードを「同時記録・送信モード」として
確定する。　
　ステップＳ０６でＹｅｓの場合、即ち、選択された送信モードが「同時送信モード」の
場合は、ステップＳ０７において、無線モードを「同時送信モード」として確定する。　
　ステップＳ０８でＹｅｓの場合、即ち、選択された送信モードが「保管データ送信モー
ド」の場合は、ステップＳ０９において、無線モードを「保管データ送信モード」として
確定する。　
　ステップＳ１０でＹｅｓの場合、即ち、選択された送信モードが「無線機データ送信モ
ード」の場合は、ステップＳ１１において、無線モードを「無線機データ送信モード」と
して確定する。
【００７２】
　続いて、ステップＳ１２において、無線モードの表示処理を実行する。即ち、図１０の



(11) JP 5117313 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

入力画面において、選択された動作可能な送信モードのみを明るく表示し、選択されてい
ない動作不可の送信モードは暗く表示する。そして、メインの処理に戻る。
【００７３】
　次に、カメラの電源が低下した時における上述の各モードの動作について説明する。　
　図１１は、各モードにおける動作の内容と電源電圧の閾値との対応を示す図である。
【００７４】
　同時・記録送信モードでは、電源電圧としてＡ，Ｂ，Ｃの３つの閾値を設けている。こ
の３つの閾値の間には、Ａ＞Ｂ＞Ｃの関係が成立する。ここで、閾値Ａは、この送信モー
ドにおけるカメラの動作が可能となる所定の動作電圧に相当する。　
　電源電圧がＡ以上の場合は、１コマ撮影し、その撮影コマはカメラ側のメディアに記録
して無線送信を実行する。　
　電源電圧がＢ以上の場合は、１コマ撮影し、その撮影コマはカメラ側のメディアに記録
して、さらに無線装置側のバッファであるＳＤＲＡＭ２５に保存する。しかしデータ送信
は実行しない。　
　電源電圧がＣ以上の場合は、１コマ撮影し、その撮影コマはカメラ側の記録メディア５
２に記録する。しかし無線送信は実行しない。
【００７５】
　同時送信モードでは、電源電圧としてＤ，Ｅの２つの閾値を設けている。この２つの閾
値の間には、Ｄ＞Ｅの関係が成立する。ここで、閾値Ｄは、この送信モードにおけるカメ
ラの動作が可能となる所定の動作電圧に相当する。　
　電源電圧がＤ以上の場合は、１コマ撮影し、その撮影コマはカメラ側の記録メディア５
２に記録せず、無線装置側のバッファであるＳＤＲＡＭ２５に保存してデータ送信を実行
する。　
　電源電圧がＥ以上の場合は、１コマ撮影し、その撮影コマはカメラ側の記録メディア５
２に記録せずに、さらに無線装置側のバッファであるＳＤＲＡＭ２５に保存する。しかし
データ送信は実行しない。
【００７６】
　保管データ送信モードでは、電源電圧としてＦ，Ｇの２つの閾値を設けている。この２
つの閾値の間には、Ｆ＞Ｇの関係が成立する。ここで、閾値Ｆは、この送信モードにおけ
るカメラの動作が可能となる所定の動作電圧に相当する。　
　電源電圧がＦ以上の場合は、カメラの記録メディア５２に保存された撮影コマを取り出
して無線送信を完了する。　
　電源電圧がＧ以上の場合は、カメラの記録メディア５２に保存された撮影コマを取り出
して無線装置側のＳＤＲＡＭ２５に保存する。しかしデータ送信は実行しない。
【００７７】
　無線機データ送信モードでは、電源電圧としてＭの閾値を設けている。ここで、閾値Ｍ
は、この送信モードにおける無線装置２０の動作が可能となる所定の動作電圧に相当する
。　
　電源電圧がＭ以上の場合は、無線装置側のバッファであるＳＤＲＡＭ２５に保存された
撮影コマを取り出してデータ送信を完了する。
【００７８】
　　[同時記録・送信モード]
　図１２及び図１３は、同時記録・送信モードでの動作を示すフロー図である。この手順
は、カメラ側のメインの動作の一部として構成されている。
【００７９】
　ステップＳ１１において、カメラの無線モードを調べる。無線モードが同時記録・送信
モードに設定されている場合は、ステップＳ１２において、バッテリ１１の電圧をチェッ
クする。
【００８０】
　ステップＳ１３でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ａ以上ある場合は、ステップＳ
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１４～Ｓ１６において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカメラ側
バッファ（ＳＤＲＡＭ）８２に保存する。
【００８１】
　続いて、ステップＳ１７において画像データをカメラ記録メディア５２に保存すると共
に、ステップＳ１８においてカメラ側バッファ８２に保存した画像データを無線装置２０
に送信する。そして、ステップＳ１９において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ２
５に保存させ、ステップＳ２０において、無線装置２０に送信処理を実行させる。そして
メインの処理に戻る。
【００８２】
　ステップＳ１３でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ａよりも小さい場合は、ステップ
Ｓ２１において、電源電圧が閾値Ｂ以上かどうかを調べる。　
　ステップＳ２１でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｂ以上ある場合は、ステップＳ
２２～Ｓ２４において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカメラ側
バッファ８２に保存する。
【００８３】
　続いて、ステップＳ２５において画像データをカメラ記録メディア５２に保存すると共
に、ステップＳ２６においてカメラ側バッファ８２に保存した画像データを無線装置２０
に送信する。そして、ステップＳ２７において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ２
５に保存させる。
【００８４】
　ここまでで所定の処理を実行したが、可能であればこの処理に続いて最終処理まで実行
する。　
　そこで、ステップＳ２８において、無線装置２０が外部にデータを送信するのに不必要
な回路の電源をオフして、ステップＳ２９において、バッテリ１１の電圧をチェックする
。
【００８５】
　図１４は、各送信モードの動作において必要となる回路を示す図である。○が必要な回
路を示し、×が不必要な回路を示している。　
　上述のステップＳ２８では、「記録メディア関連回路」、「撮影動作関連回路」の電源
をオフする。
【００８６】
　図１２に戻り、ステップＳ３０でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ以上ある場合
は、ステップＳ３１において、無線装置２０に送信処理を実行させる。　
　ステップＳ３０でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ未満の場合は、ステップＳ３２
において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、送信すべきデータは無線装置
２０のＳＤＲＡＭ２５に保存している旨を表示する。そして、ステップＳ３３においてカ
メラの動作をロックする。
【００８７】
　ステップＳ２１でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｂ未満の場合は、図１３のステッ
プＳ３５において、電源電圧が閾値Ｃ以上あるかどうかを調べる。
【００８８】
　ステップＳ３５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｃ未満の場合は、撮影動作を実行
して画像データをカメラ記録メディア５２に記録する処理を行うことができない。そこで
、ステップＳ３６において、動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、電池切れ
のマークを表示する。そして、ステップＳ３７においてカメラの動作をロックする。
【００８９】
　ステップＳ３５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｃ以上ある場合は、ステップＳ
３８～Ｓ４０において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカメラ側
バッファ８２に保存する。続いて、ステップＳ４１において画像データをカメラ記録メデ
ィア５２に保存する。
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【００９０】
　ここまでで所定の処理を実行したが、可能であればこの処理に続いて最終処理まで実行
する。　
　そこで、ステップＳ４２において、カメラの記録メディア５２から画像データを取り出
して無線装置２０に送信させる動作に不必要な回路の電源をオフする。このステップＳ４
２では、「撮影動作関連回路」の電源をオフする。ステップＳ４３において、バッテリ１
１の電圧をチェックする。
【００９１】
　ステップＳ４５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｆ以上ある場合は、ステップＳ
４６～Ｓ４８において、カメラの記録メディア５２から画像データを取り出して、カメラ
側バッファ８２に保存すると共に、バッファ内の画像データを無線装置２０に対して送信
する。　
　ステップＳ４９において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ２５に保存させ、ステ
ップＳ５０において、無線装置２０に送信処理を実行させる。そしてメインの処理に戻る
。
【００９２】
　ステップＳ４５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｆ未満の場合は、この状態では最
後の処理まで実行することはできない。そこで、バッテリ１１の電圧値に対応して処理内
容を選択しつつ動作を実行する。
【００９３】
　ステップＳ５５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｇ未満の場合は、カメラの記録メ
ディア５２から画像データを取り出して無線送信することができない。そこで、ステップ
Ｓ５６において、動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、電池切れのマークを
表示する。そして、ステップＳ５７においてカメラの動作をロックする。
【００９４】
　ステップＳ５５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｇ以上ある場合は、ステップＳ
５８～Ｓ６０において、カメラの記録メディア５２から画像データを取り出して、カメラ
側バッファ８２に保存すると共に、バッファ内の画像データを無線装置２０に対して送信
する。そして、ステップＳ６１において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ２５に保
存させる。
【００９５】
　ここまでで所定の処理を実行したが、可能であればこの処理に続いて最終処理まで実行
する。　
　そこで、ステップＳ６２において、無線装置２０が外部にデータを送信するのに不必要
な回路の電源をオフする。ステップＳ６２では、「記録メディア関連回路」、「撮影動作
関連回路」の電源をオフする。そして、ステップＳ６３において、バッテリ１１の電圧を
チェックする。
【００９６】
　ステップＳ６４でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ以上ある場合は、ステップＳ
６５において、無線装置２０に送信処理を実行させる。　
　ステップＳ６４でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ未満の場合は、ステップＳ６６
において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、送信すべきデータは無線装置
２０のＳＤＲＡＭ２５に保存している旨を表示する。そして、ステップＳ６７においてカ
メラの動作をロックする。
【００９７】
　　[同時送信モード]
　図１５は、同時送信モードでの動作を示すフロー図である。この手順は、カメラ側のメ
インの動作の一部として構成されている。
【００９８】
　ステップＳ７０において、カメラの無線モードを調べる。無線モードが同時送信モード
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に設定されている場合は、カメラ記録メディア５２に保存しないため、ステップＳ７１に
おいて、カメラ記録メディア５２への記録に必要な回路を停止する。ステップＳ７１では
、「メディア記録関連回路」の電源をオフする。そして、ステップＳ７２において、バッ
テリ１１の電圧をチェックする。
【００９９】
　ステップＳ７３でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｄ以上ある場合は、ステップＳ
７４～Ｓ７６において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカメラ側
バッファ８２に保存する。
【０１００】
　続いて、ステップＳ７８においてカメラ側バッファ８２に保存した画像データを無線装
置２０に送信する。そして、ステップＳ７９において、画像データを無線装置側のＳＤＲ
ＡＭ２５に保存させ、ステップＳ８０において、無線装置２０に送信処理を実行させる。
そしてメインの処理に戻る。
【０１０１】
　ステップＳ７３でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｄよりも小さい場合は、ステップ
Ｓ８１において、電源電圧が閾値Ｅ以上かどうかを調べる。　
　ステップＳ８１でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｅ以上ある場合は、ステップＳ
８２～Ｓ８４において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカメラ側
バッファ８２に保存する。
【０１０２】
　続いて、ステップＳ８６においてカメラ側バッファ８２に保存した画像データを無線装
置２０に送信する。そして、ステップＳ８７において、画像データを無線装置側のＳＤＲ
ＡＭ２５に保存させる。
【０１０３】
　ここまでで所定の処理を実行したが、可能であればこの処理に続いて最終処理まで実行
する。　
　そこで、ステップＳ８８において、無線装置２０が外部にデータを送信するのに不必要
な回路の電源をオフする。ステップＳ２８では、「記録メディア関連回路」、「撮影動作
関連回路」の電源をオフする。そして、ステップＳ８９において、バッテリ１１の電圧を
チェックする。
【０１０４】
　ステップＳ９０でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ以上ある場合は、ステップＳ
９１において、無線装置２０に送信処理を実行させる。　
　ステップＳ９０でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ未満の場合は、ステップＳ９２
において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、送信すべきデータは無線装置
２０のＳＤＲＡＭ２５に保存している旨を表示する。そして、ステップＳ９３においてカ
メラの動作をロックする。
【０１０５】
　ステップＳ８１でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｅ未満の場合は、撮影動作を実行
して画像データをカメラ記録メディア５２に記録する処理を行うことができない。そこで
、ステップＳ９５において、動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、電池切れ
のマークを表示する。そして、ステップＳ９６においてカメラの動作をロックする。
【０１０６】
　　[保管データ送信モード]
　図１６は、保管データ送信モードでの動作を示すフロー図である。この手順は、カメラ
側のメインの動作の一部として構成されている。
【０１０７】
　ステップＳ１０１において、カメラの無線モードを調べる。無線モードが保管データ送
信モードに設定されている場合は、撮影動作を行わないため、ステップＳ１０２において
、撮影に必要な回路を停止する。ステップＳ１０２では、「撮影動作関連回路」の電源を



(15) JP 5117313 B2 2013.1.16

10

20

30

40

50

オフする。そして、ステップＳ１０３において、バッテリ１１の電圧をチェックする。
【０１０８】
　ステップＳ１０５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｆ以上ある場合は、ステップ
Ｓ１０６～Ｓ１０８において、カメラの記録メディア５２から画像データを取り出して、
カメラ側バッファ８２に保存すると共に、バッファ内の画像データを無線装置２０に対し
て送信する。　
　ステップＳ１０９において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ２５に保存させ、ス
テップＳ１１０において、無線装置２０に送信処理を実行させる。そしてメインの処理に
戻る。
【０１０９】
　ステップＳ１０５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｆ未満の場合は、この状態では
最後の処理まで実行することはできない。そこで、バッテリ１１の電圧値に対応して処理
内容を選択しつつ動作を実行する。
【０１１０】
　ステップＳ１１５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｇ未満の場合は、カメラの記録
メディア５２から画像データを取り出して無線送信することができない。そこで、ステッ
プＳ１１６において、動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、電池切れのマー
クを表示する。そして、ステップＳ１１７においてカメラの動作をロックする。
【０１１１】
　ステップＳ１１５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｇ以上ある場合は、ステップ
Ｓ１１８～Ｓ１２０において、カメラの記録メディア５２から画像データを取り出して、
カメラ側バッファ８２に保存すると共に、バッファ内の画像データを無線装置２０に対し
て送信する。そして、ステップＳ１２１において、画像データを無線装置側のＳＤＲＡＭ
２５に保存させる。
【０１１２】
　ここまでで所定の処理を実行したが、可能であればこの処理に続いて最終処理まで実行
する。　
　そこで、ステップＳ１２２において、無線装置２０が外部にデータを送信するのに不必
要な回路の電源をオフする。ステップＳ１２２では、「記録メディア関連回路」、「撮影
動作関連回路」の電源をオフする。そして、ステップＳ１２３において、バッテリ１１の
電圧をチェックする。
【０１１３】
　ステップＳ１２４でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ以上ある場合は、ステップ
Ｓ１２５において、無線装置２０に送信処理を実行させる。　
　ステップＳ１２４でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ未満の場合は、ステップＳ１
２６において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、送信すべきデータは無線
装置２０のＳＤＲＡＭ２５に保存している旨を表示する。そして、ステップＳ１２７にお
いてカメラの動作をロックする。
【０１１４】
　　[無線機データ送信モード]
　図１７は、無線機データ送信モードでの動作を示すフロー図である。この手順は、カメ
ラ側のメインの動作の一部として構成されている。
【０１１５】
　ステップＳ１３１において、カメラの無線モードを調べる。無線モードが無線機データ
送信モードに設定されている場合は、撮影動作及びメディア記録動作を行わないため、ス
テップＳ１３２において、送信に不要な回路を停止する。ステップＳ１３２では、「撮影
動作関連回路」、「記録メディア関連回路」の電源をオフする。そして、ユーザが無線送
信を指示入力するまで待機する。
【０１１６】
　ステップＳ１３３でＹｅｓの場合、即ち、無線送信の指示がなされた場合、ステップ１
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３４において、バッテリ１１をチェックする。
【０１１７】
　ステップＳ１３５でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ以上ある場合は、ステップ
Ｓ１３６において、無線装置２０に送信処理を実行させる。　
　ステップＳ１３５でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ｍ未満の場合は、ステップＳ１
３７において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表示を行う。例えば、電池切れのマークを表示
する。そして、ステップＳ１３８においてカメラの動作をロックする。
【０１１８】
　ステップＳ１３３でＮｏの場合、即ち、無線送信の指示がなされていない場合は、ステ
ップ１４０において、無線モードの変更操作がされたかどうかを調べる。　
　ステップＳ１４０でＮｏの場合、即ち、無線モードの変更操作がされていない場合は、
ユーザが無線送信を指示入力するまで待機を継続する。　
　ステップＳ１４０でＹｅｓの場合、即ち、無線モードの変更操作がされたときは、ステ
ップＳ１４１において無線モードを変更して、メインの処理に戻る。
【０１１９】
　　[バリエーション]
　図１８は、同時記録・送信モードのバリエーションの動作を示すフロー図である。この
バリエーションの形態では、無線機データ送信モードを使用するかどうかをユーザの指示
に基づいて判断する。この手順は、カメラ側のメインの動作の一部として構成されている
。
【０１２０】
　ステップＳ１５１において、カメラの無線モードを調べる。無線モードが同時記録・送
信モードに設定されている場合は、ステップＳ１５２において、バッテリ１１の電圧をチ
ェックする。
【０１２１】
　ステップＳ１５３でＹｅｓの場合、即ち、電源電圧が閾値Ａ以上ある場合は、ステップ
Ｓ１５４～Ｓ１５６において、撮影処理を実行して得られた画像データを画像処理してカ
メラ側バッファ８２に保存する。
【０１２２】
　続いて、ステップＳ１５７において画像データをカメラ記録メディア５２に保存すると
共に、ステップＳ１５８においてカメラ側バッファ８２に保存した画像データを無線装置
２０に送信する。そして、ステップＳ１５９において、画像データを無線装置側のＳＤＲ
ＡＭ２５に保存させ、ステップＳ１６０において、無線装置２０に送信処理を実行させる
。そしてメインの処理に戻る。
【０１２３】
　ステップＳ１５３でＮｏの場合、即ち、電源電圧が閾値Ａ未満である場合は、ステップ
１６５において、動作表示用ＬＣＤ９２に無線機データ送信モードで使用するかどうかを
問い合わせる入力画面（不図示）を表示する。
【０１２４】
　ステップＳ１６５でＹｅｓの場合、即ち、「無線機データ送信モード」で使用すると入
力された場合は、ステップＳ１６６において、無線モードを「無線機データ送信モード」
として確定する。そして、メインの処理に戻る。　
　無線モードが「無線機データ送信モード」に変更されたときは、上述したように図１７
に示す処理手順に従って、無線装置２０のＳＤＲＡＭ２５にデータがある場合は、そのデ
ータを送信する。
【０１２５】
　一方、ステップＳ１６５でＮｏの場合、即ち、無線モードが「無線機データ送信モード
」に変更されなかったときは、ステップＳ１６７において動作表示用ＬＣＤ９２に警告表
示を行う。例えば、電池切れのマークを表示する。そして、ステップＳ１６８においてカ
メラの動作をロックする。
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【０１２６】
　なお、上述の実施の形態において用いた閾値電圧については、本発明の技術思想に適合
するように適宜設定することができるが、本実施の形態においては、例えば式（１）、式
（２）の関係を充足するように設定されている。
【０１２７】
　Ａ＞Ｂ＞Ｃ＞Ｆ＞Ｇ＞Ｍ　　　　・・・式（１）　
　Ｄ＞Ｅ＞Ｍ　　　　　　　　　　・・・式（２）
　　[実施の形態の効果]　
　以上説明した実施の形態では、種々の効果を得ることができる。
【０１２８】
　（１）カメラと無線装置２０を一体として動作させる各送信モードでの動作によれば、
低電圧時においても可能な限りデータを送信することができる。また、送信が未完了の状
態で動作がロックした場合でも、電源電圧が回復したときに無線モードを適切なモードに
変更することで動作を継続して未送信のデータを送信することができる。
【０１２９】
　（２）各送信モードにおいては、複数の閾値電圧に対応して実行する動作内容を選択す
ると共に、更に不要な回路の電源をオフしている。これによって、回路の電流負荷を減ら
すことができ、カメラ動作がロックする電圧レベルであっても、無線通信動作を継続させ
ることができる。
【０１３０】
　なお、上述の説明においてはカメラを例としたが、本発明はこの実施の形態に限定され
ない。例えば、携帯電話、パーソナルコンピュータ、ＰＤＡなどの情報処理装置について
広く適用することができる。
【０１３１】
　なお、上述の実施の形態で説明した各機能は、ハードウエアを用いて構成しても良く、
また、ソフトウエアを用いて各機能を記載したプログラムをコンピュータに読み込ませて
実現しても良い。また、各機能は、適宜ソフトウエア、ハードウエアのいずれかを選択し
て構成するものであっても良い。
【０１３２】
　更に、各機能は図示しない記録媒体に格納したプログラムをコンピュータに読み込ませ
ることで実現させることもできる。ここで本実施の形態における記録媒体は、プログラム
を記録でき、かつコンピュータが読み取り可能な記録媒体であれば、その記録形式は何れ
の形態であってもよい。
【０１３３】
　なお、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示
されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。例えば、実
施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。更に、異なる実施
形態に亘る構成要素を適宜組み合せてもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３４】
【図１】本発明に係る実施形態のデジタルカメラシステムの外観斜視図。
【図２】通信コネクタ及び電源コネクタの構成を示す図。
【図３】デジタルカメラ本体と無線装置の通信コネクタ及び電源コネクタ周りの電源系統
の構成を示すブロック図。
【図４】本発明の実施形態によるデジタルカメラシステムの構成を示すブロック図。
【図５】無線装置が装着された状態のデジタルカメラ本体を背面方向から見た図。
【図６】動作表示用ＬＣＤに表示された無線通信の状態を示す図。
【図７】本実施形態に於けるデジタルカメラシステムによって無線通信を行うための動作
を説明するフローチャート。
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【図８】無線モードを構成する４つの送信モードを示す図。
【図９】無線モードを設定する手順を示すフロー図。
【図１０】無線モードを設定する入力画面を示す図。
【図１１】各モードにおける動作の内容と電源電圧の閾値との対応を示す図。
【図１２】同時記録・送信モードでの動作を示すフロー図。
【図１３】同時記録・送信モードでの動作を示すフロー図。
【図１４】各送信モードの動作において必要となる回路を示す図。
【図１５】同時送信モードでの動作を示すフロー図。
【図１６】保管データ送信モードでの動作を示すフロー図。
【図１７】無線機データ送信モードでの動作を示すフロー図。
【図１８】同時記録・送信モードのバリエーションの動作を示すフロー図。
【符号の説明】
【０１３５】
　　１０…デジタルカメラ本体、１１…バッテリ、１２…ＤＣコンバータ、１３…電源供
給スイッチ、１６…ボディ側シリアル通信回路、２０…無線装置、２１…無線装置制御用
マイクロコンピュータ、２２…無線装置側シリアル通信回路、２５…ＳＤＲＡＭ、２６…
無線通信回路、５２…記録メディア、８２…ＳＤＲＡＭ、８５…ボディ制御用マイクロコ
ンピュータ、９２…動作表示用ＬＣＤ、９３…カメラ操作スイッチ。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図１１】

【図１２】 【図１３】
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